
総社市市民提案型事業

西郡地区の絆を推進する会

西郡自治会

山手公民館西郡分館

地域の絆づくり推進事業
－　絆塾の創生　－

　　

平成30年度事業の概要



西郡地区は人口が急増

山手地区（西郡）

平成17年3月
（総社市合併時）

4,273人（969世帯）

平成３１年３月

5,158人（1,412世帯）

西郡地区の現状について
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山手地区の人口推移
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H30年自治会と合併H31年地縁法人化へ

「くらし編」



　宅地開発により人口が急増する西郡地区において、新しく転入され
た方々に地域になじんでいただき、地域の人たちと一緒に活動してい
ただくためのガイダンスとして本冊子２編を発刊しました。

　アパート世帯も含む全戸に配布するとともに、新たに転入された
方々には、自治会加入のパンフレットとしても使用しています。

平成29年度

「歴史編」
　　　　平成2７年度



平成30年7月豪雨の発生
真備町、市内（下原・昭和地区）などで甚大な被害が発生

安全・安心の岡山・総社の印象が一変



第２章　くらしの安全と安心
基礎情報の提供　近隣の医療機関

P５

くらし編

　地区に入居した方々には、地区の医療体制を知る
ことが最も大切なことから、医療機関を紹介しました。



第２章　くらしの安全と安心
地区に潜む基礎情報の提供　西郡の防災情報

P７

くらし編



第２章　くらしの安全と安心
西郡の防災情報に関する基礎情報の提供

弥生・古墳時代 奈良時代

　地域の安全を確保するためには、地域の歴史を知っておく必要があることから県南部の
歴史について紹介し、南海トラフなどの大地震や、豪雨の発生などにより、県南部は水没す
る可能性があることを紹介しました。
　西郡や総社市南部が立地する地域は、古代より数多くの古墳や国分寺が存在するなど、
地盤が安定し、災害の少ない地域であったと考えられてきました。
　古代の高梁川は現在の井尻野あたりで、東方面に分流して、現在の足守川と合流して南
に下っていました。西に分流していた高梁川は、小田川と合流し、東西高梁川として南流し、
現在の水島灘に流れ、高梁川は長年あいだ安全の河川と考えられていました。
　しかし、平成31年度7月豪雨の発生は、その認識を大きく変えることなった。 P６

くらし編



西郡地区の防災への取り組み

平成26年　防災講習会（ほほえみ山手） 　平成27年防災講演会



平成２８年　防災講習会

　「緊急告知ラジオ　こくっち」の設置（公正館）

７月６日の豪雨発生時には、その効果を実際に
確認できた。また、災害情報の収集に利用でき
るWi-Fiや共用パソコンなども整備している。

こくっち

歩数計



　共用パソコン2台を活用し、公正館で様々な資料を作成したり、会議に必要な情報
をリアルタイムに閲覧ができる態勢を整えた。農マル園芸から寄贈いただいたモニ
ターは、駐車場に設置して自治会総会の様子を中継するなどに活用している。

情報機器
の活用と
地域情報の
収集と保存

住民の交流、情報伝達体制の充実



絆塾ニュースの全戸配布による災害情報の周知
（全ての地域行事が中止される危機に直面）

地域の安全を子どもたちが祈る木野山様巡幸までも中止される寸前に



西郡周辺のハザードマップ周知（ニュース８月号）

　県道270号線（清音真金線）以北は、２～５mの浸水が予想されます。近隣には、土砂崩れが
想定される地域もあります。　避難指示がでた場合は、山手公民館または小学校に避難くださ
い。詳細は、「西郡の歴史とくらし（くらし編）」７ページ、市ホームページなどをご覧ください。



直ちに被害状況を緊急調査（9月号で報告）

　福山頂上東鳥居から下へ約３０ｍ　
山から崩れて道をふさいでいる

　八畳岩横の道、岩横から崩れ
て道をふさいでいる。

　　頂上東の鳥居から下へ約２０ｍ、道の
２／３が下の片山側へ崩れる。

　岡谷地区で発生した土砂崩れ

　宿地区で発生した土砂崩れ北の幸山側から登り道が崩れ
ている。



災害避難情報の周知（10月号抜粋）

１　特別警報、警報、注意報などの違い（気象庁）
　①特別警報（６種類）

　　　警報の発表基準をはるかに超える大雨等が予想され、重大な災害が発生するおそれが著しく

　　高まっている場合に発せられ、最大級の警戒を呼びかけます。

　　大雨、暴風、波浪、高潮など６種類の特別警報があります。

 ②警報（７種類）

　重大な災害が発生するおそれのあるときに警戒を呼びかけて行う予報です。

　③注意報（16種類）

　　災害が発生するおそれのあるときに注意を呼びかけて行う予報です。乾燥、なだれ、霧、なだれ

　などが警報の種類に追加されています。

 ２　総社市から発令される避難情報等について
　　市からは、避難準備、勧告、指示などが発令されます。次に示す基準で発令されます。

　指示が出た場合は早急に避難しましょう。
 



　本会は専門家の方々をお招きした講演会を山手地区で開催してきました。

　平成30年度は、西郡にお住まいで救急医学や小児救急の専門医である岡山大学病院　高
度救命救急センター 助教 塚原 紘平 先生をお招きし、小児救急に関する講演をお願いすると
ともに、総社市消防署救急隊員の皆様から救急処置法の講習をいただきました。

救急処置講習会

　岡山大学病院　高度救命救急センター

地域在住の専門家による講演 救急講演会



地域在住の専門家による講演 健康講演会

　山手地区の医療を支えていただいています岡先生に循環器疾患について講演をいただきました。

更に総社市が推進しているする“歩得”健康商品券事業や地域防災に対する西郡地区の取り組み状況に
ついても報告しました。



地域防災への取り組みの強化

「西郡地区の防災を考える会」の発足（9月29日）
１　参加団体

　　自治会、消防団、土木委員、民生委員、福祉委員、子供会、シルバークラブ

　分館運営委員、絆塾など11団体の代表など１７人が参加した。

　　　地域内の災害発生危険箇所の事前調査、高齢者や避難弱者の方々の避難に　　　

　向けた連絡体制や見守りの強化、事前把握の必要性などについて議論した。

 
２　第１回会議（9月29日（土）公正館）

　　①７月豪雨災害　総社市の被害の実態などについて　　　　

　　　　総社市消防署教養訓練係 主査　永野 男 氏から凄まじい災害のつめ跡や

　　　発生直後からの救助活動の実態をパネル写真も交えて説明を受けた。

　　②気象変化が与える災害発生のへの影響について

　　　　絆塾から、地球温暖化による気候変動が今までの防災インフラの想定を

　　　越えていること、また南海トラフ大地震で想定される影響について報告した。

 
３　第２回会議（12月22日（土）公正館）

　水害とアルミ工場爆発事故に遭遇したにもかかわらず、1名の犠牲者を出すことなく全　員避難を達
成した下原地区の自主防災組織の取り組みについて、同地区自主防災組織副本部長の川田一馬さ
んをお招きし、被災状況や自主防災組織の活動についてご講演いただいた。



「西郡地区の防災を考える会」第１回会議
　総社市消防署 永野 男 氏 からのアドバイス



最近の気候変動が与える地域防災への影響について
絆塾からの報告

・地球温暖化の影響は、目に見える形で私たちの
生活に影響を与えるようになりはじめた。

・平均気温の上昇は、「猛烈な雨」の増加、猛烈な
台風の発生と来襲頻度の増加、猛烈な夏の暑さ、
冬の豪雪など、生活に大きな影響を与えはじめた
。

・河川の堤防などのインフラは、過去の実績を基礎
に整備されてきたが、最近の想定を上回る降雨、
高潮などの発生により、今まで安全と考えられてき
た地域が安全でなくなっている可能性がある。



「西郡地区の防災を考える会」第２回会議の開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２月２２日（土）

　自治会、消防団、土木委員、福祉関係者など多くの皆様が公正館に参集し、
アルミ工場の爆発などの被災を受けたにもかかわらず、１名の犠牲者を出すこ
となく地区民全員の避難を達成した　下原自主防災組織副本部長　川田 一馬 
氏 の経験談をお聞きした。
　会議後、今後の西郡地区の防災のあり方を話し合った。



　平成30年7月豪雨のアルミ工場の爆発事故の被害を受けたにも拘わらず、1名の犠牲者も出さずに
全員の避難を達成された「下原・砂古自主防災組織」の川田一馬氏を招聘して講演会を開催した。
川田氏からは、日頃からの災害への地道な備えが大切なことを学んだ。

「西郡地区の防災を考える会」第２回会議
西日本豪雨・アルミ工場爆発時の地域住民の避難　
   ～下原・砂古地区 自主防災組織の取り組み～
　　 　　　　　　　　　  講師　下原・砂古自主防災組織
　　　　　　　　　　　　　　    副本部長　川田 一馬 氏　　
　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　



今後取り組むべき（１）

連絡網の整備

　要支援者名簿の作成
　　  ・避難行動要支援者名簿（市町村に作成義務）の活用

　　　 高齢者・障がい者・乳幼児等の特に配慮を要する方の把握

　　　 名簿の作成（同意名簿、不同意名簿）

　安否確認方法の確立
　・連絡責任者の選任

　災害時緊急伝達の方法
　　・メール、Line、Facebook、こくっちなどの活用
　・サイレン、広報車の改善・整備、消防車巡回などの活用　

防災を考える会の活動（１）



避難訓練の実施
　・来年度から年１回程度実施する　災害想定（水害・地震）

　・現在の避難場所  公正館、山手公民館、山手小学校

　・移動経路の選定　災害想定別

　・移動手段の選定　避難行動要支援者

　・複数ケア体制　避難行動要支援者

防災用品の整備

　防災備蓄の推奨、非常食防災グッズ、簡易トイレ、非常用発電機な
どの整備　　

防災を考える会の活動（２）



地区内危険個所の調査と住民への周知
　・危険な水路把握

　・地区内ため池の点検

　・土砂崩れの危険性の把握
　

総社防災シンポジウムの開催

　　（令和元年8月25日、山手公民館）

　・山手地域づくり協議会、総社市との連携
　　　防災専門家の招聘、山手６地区自治会、消防・防災組織代表者に　

　よるシンポジウムを開催し、山手地区全体の防災意識を高める。

　

防災を考える会の活動（３）



「総社防災シンポジウムの開催」

　　真備町のお生まれで今回の西日
本豪雨災害に遭遇された高知県立大
学大学院教授神原咲子先生（専門：
災害看護学、総社高校ご出身）をお招
きして災害時における健康支援活動
についてご講演をいただきます。

　また、洪水と爆発事故に遭遇したに
もかかわらず１名の犠牲者を出すこと
なく住民全員の避難を達成した下原
地区の自主防災組織川田一馬氏から
避難訓練の重要性について、今回の
災害において多大な医療支援をいた
だいたAMDAから災害時の医療支援
についてご講演をいただきます。

　パネルディスカッションでは、講師の
先生方とともに、総社市の防災関係
者、地域防災を担う関係者の皆様と
今後の地域の防災のあり方について
探ります。



「西郡の歴史とくらし」３部作　「防災編」の発刊

　今後の「西郡地区の防災を考える会」の活動よって得られる様々な
防災情報（危険箇所、避難場所の案内、避難訓練、過去の災害の記
録、ハザードマップなど）をまとめた「防災編」を発刊し、地域情報誌３
部作としてとりまとめ、住民の周知していく。



今後の取組
 （１） 「西郡地区の防災を考える会」を主体に、住民が自主
的に参加できる避難訓練、危険箇所の調査、避難経路の作
成などを行い、地域の安全と安心を強化していく。

（２）「総社防災シンポジウム」を本会、総社市及び山手地域
づくり協議会と連携して開催し、地域の防災力を強化する。

（３）上記活動で得られた成果（地域内の危険箇所、避難場
所、ハザードマップなど）をまとめた「防災編」を発刊する。

（４）今までに整備してきた広報・情報機器について、マニュ
アルの整備、出前講座、イベント開催の機器操作の応援な
どによりこれらの機器を住民が活用できる態勢を整えるとと
もに、地域に残る伝統や文化を若い世代や継承する。

（５）平成32年春の共有地の自治会移管と自治会の地縁法
人化を目標に、地区への周知と事務作業を着実に進める。
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